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―東日本大震災から5年が経過―
あの震災を忘れない
　東日本大震災の発生から 5 年が経過することから、
3 月 11 日に 3.11 津波防災行事と 3.11 津波防災研修
会を開催。昨年 12 月に完成した大蛇さざ波歩道橋を
利用しての避難訓練や町消防団等による津波防災パ
レード、緊急時情報案内人育成のための研修会が行
われました。

（詳細記事：8 ページ）
（写真）開会式で行われた「誓いの言葉」

　　  （ 左 ）大蛇小学校 6 年生　　浜久保晴彬くん
　　（中央）道仏小学校 4 年生　　伏部内皓太くん
　　  （ 右 ）小舟渡小学校 6 年生　重文字眞衣さん
　　　　※いずれも当時の学校・学年
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当初予算 魅力あるまちづくりをめざし

一般会計予算を
町民 1 人当たりに換算すると
417,437 円（前年度 416,195 円）
1 世帯当たりに換算すると　
999,489 円（前年度 1,011,178 円）
※ H28.1.1 現在　総人口 14,062 人／世帯数 5,873 世帯

歳入（収入）内訳

その他②内訳

その他①内訳町税内訳

＜ご覧ください＞
平成 28 年度当初予算主要施
策説明書を町ホームページに
掲載しています。

一般会計  58 億 7,000 万円（対前年度比 0.2% 減）

特別会計  36 億 5,482 万 2 千円（対前年度比 2.3％減）

全 会 計  95 億 2,482 万 2 千円（対前年度比 1.0％減）

町税
9 億 8,681 万 6 千円

（16.8%）

繰入金
5 億 344 万 8 千円

（8.6%）

諸収入
1 億 2,531 万 3 千円

（2.1%）

その他①
4,818 万 2 千円

（0.9%）
地方交付税

22 億 1,000 万円
（37.6%）

国庫支出金
7 億 3,383 万 8 千円

（12.5%）

県支出金
5 億 2,130 万 6 千円

（8.9%）

町債
4 億 8,330 万円

（8.2%）

その他②
２億５,780 万円

（4.4%）

町民税
固定資産税
軽自動車税
町たばこ税
鉱産税

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄附金
繰越金

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

4 億 5,844 万 　　円
4 億　 758 万 6 千円

3,559 万　　 円
8,100 万　　 円

420 万　　 円

982 万 1 千円
2,688 万 4 千円

147 万 6 千円
1 千円

1,000 万 　　円

6,400 万円
90 万円
20 万円

9 万円
1 億 7,000 万円

900 万円
800 万円
380 万円
181 万円

地域資源をいかした活力あふれる産業づくり 未来をになう人づくり

水産業競争力強化緊急施設整備事業　
2 億 2,280 万 4 千円

　水産業競争力強化緊急施設「（仮称）ハマの駅」
の整備を行います。

わっせ交流センター駐車場整備事業　3,002 万円
　アスファルト舗装の駐車場と、大型バス出入り
可能な県道からの入り口の整備を行います。

小舟渡廿一平ステージ改修事業　2,496 万 6 千円
　昭和 63 年度に整備した小舟渡廿一平ステージ
について、老朽化が著しいため、自然環境整備交
付金を活用し、改修工事を行います。

みちのく潮風トレイル踏破認定運営協議会負担金
　25 万円

　みちのく潮風トレイル踏破認定事業を維持する
ため、関係する 6 市町村で組織する運営協議会へ
の負担金。

赤保内小学校外構補修工事　410 万 4 千円
　傾いた側溝や劣化したブロック等の補修工事を
行います。

教師用指導図書購入事業　294 万 8 千円
　新学習指導要領の実施に伴い、教員用の指導図
書を購入します。

中学校体育館床塗装工事　180 万 3 千円
　体育施設活用事業で利用している中学校体育館
の床塗装工事を行います。

階上中学校グラウンド照明殺虫器等改修工事
　160 万円

　漏電により故障したグラウンド照明殺虫器等の
改修工事を行います。

郷土誌「はしかみ」復刻版作成事業　66 万 7 千円
　郷土誌「はしかみ」復刻本第 8 集（41 号～
45 号）を刊行します。

依存財源
71.6%

自主財源
28.4%
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平成 28年度豊かなくらしと安心な生活をみんなでつくる

歳出（支出）内訳

国庫支出金
7 億 3,383 万 8 千円

（12.5%）

その他
2 億 4,104 万 4 千円

（4.1%）

民生費
14 億 3,274 万 5 千円

（24.4%）

衛生費
3 億 6,848 万 8 千円

（6.3%）

農林水産業費
5 億 240 万 8 千円

（8.6%）

総務費
10 億 5,243 万 6 千円

（17.9%）

公債費
8 億 5,110 万 6 千円

（14.5%）

土木費
7 億 9,084 万 9 千円

（13.5%）

教育費
6 億 3,092 万 4 千円

（10.7%）

　平成 28年度の一般会計当初予算は、前年度より 1
千万円の減（▲ 0.2%）としました。
　業務の電算化や外部委託等の経常経費の増加、高齢
化や医療の高度化による社会保障費の増加など、町の
財政運営は厳しい状況にありながらも、平成 28年度
は、「地域資源を生かした産業振興」「観光振興」「まち・
ひと・しごと創生総合戦略の展開」に重点を置き予算

編成を行いました。
　これら 3つの重点施策のほか、路線バス、コミュ
ニティバス、スクールバスなどの再編による公共交通
の新たな運行計画を策定し、町民サービスの向上を図
るとともに、公共施設等総合管理計画の個別計画を策
定するなど、持続可能な町政運営をめざし、財政の健
全化にも引き続き取り組んでいきます。

議会費	 9,520 万 3 千円
消防費	 5,989 万 7 千円
商工費	 5,793 万 4 千円
諸支出金	 32 万 4 千円
災害復旧費	 647 万 3 千円
労働費	 0 千円
予備費	 2,121 万 3 千円

①義務的経費
福祉・教育への援助経費（扶助費）	 9 億 7,005 万 8 千円

借入金返済（公債費）	 8 億 5,110 万 6 千円

職員給料・議員報酬等（人件費）	 7 億 8,757 万 7 千円

②投資的経費
普通建設事業費	 8 億 8,573 万 6 千円

災害復旧事業費	 647 万 3 千円

③その他の経費
業務委託・光熱水費等（物件費）	 9 億 2,644 万 3 千円

特別会計への繰出し（繰出金）	 6 億 9,064 万 4 千円

負担金・補助金等（補助費等）	 5 億 9,688 万 3 千円

その他	 1 億 5,508 万 円

①
44.4%

②
15.2%

③
40.4%

特別会計

国民健康保険特別会計
漁業集落排水事業特別会計
介護保険特別会計
公共下水道事業特別会計
後期高齢者医療特別会計

 19億5,813万4千円
4,060万6千円

 12億4,365万6千円
 　　3億1,118万4千円

 1億   124万2千円

▲7,197万4千円
▲43万4千円

▲1,874万6千円
149万3千円
264万9千円

▲3.5%
▲1.1%
▲1.5%

0.5%
2.7%

 特別会計名 当初予算額 前年度当初予算比 増減率
　総額は、36 億 5,482 万 2 千円で、前年度
と比較して 8,701 万 2千円の減としました。
　国民健康保険特別会計、介護保険特別会計、
漁業集落排水事業特別会計を減額としました。
　国民健康保険特別会計では、被保険者数の
減少による保険給付費の減額などにより減額
となっています。

快適で安心してくらせるまちづくり ともに生き支えあう福祉のまちづくり

開かれた行財政づくり

福祉バス購入事業　3,785 万 3 千円
　平成 8 年 3 月に登録した福祉バスについて、
老朽化が著しいため更新を行います。

第 2 分団消防タンク車購入事業　2,268 万円
　昭和 62 年 10 月に登録した第 2 分団の消防車
両について、老朽化が著しいため更新を行います。

地域公共交通運行計画策定委託料　108 万円
　平成 27 年度に策定した「地域公共交通網形成
計画」を踏まえ、地域の実情に合わせた運行計画
を策定します。

自動体外式除細動器借上料　21 万 9 千円
　不測の事態に備え、各種イベントの際に貸出で
きるよう、自動体外式除細動器を役場に 3 台設置
します。

歯科保健事業　132 万 6 千円
　乳幼児健診時のフッ化物歯面塗布による乳幼児
のむし歯予防事業のほか、妊婦の歯科健康診査を
実施します。

町議会議員県外視察研修事業　193 万 6 千円
　3 泊 4 日の日程で北陸方面の市町村を視察する
ための町議会議員の旅費等に係る経費。

主 な 新 規 事 業 と 予 算

■性質別予算の状況
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第５次階上町行財政改革大綱を策定しました
目的・理念
　総合振興計画に定めた基本理念「ゆめ　みらい　心ときめく　ふる
さとづくり」を実現するため、町を取り巻く社会経済情勢が依然とし
て厳しい状況にある中、新たな行政課題や町民ニーズに的確に対処で
きるよう、職員の資質向上を図り、自主性と責任ある行政経営を進め、
より一層の効率的かつ効果的な行財政システムの構築に努めます。

推進体制
　基本方針に基づいた実施計画を策定し、必要に応じた見直し（実施項目の追加、スケジュールの前
倒し等）を行いながら、改革を推進していきます。

今後の改革の方向性

目指すべき姿
「町民目線に立った意識改革のもと　町民本位の　町民に開かれた行政」

取組期間
27 年度から 31 年度まで（5 年間）

実施計画について（130項目）

基本方針

一 般 事 務
事 業 改 革

①事務等の改善の取組　　　　  （30 項目）

②歳出削減の取組　　　　　　  （ 7 項目）

③歳入確保の取組　　　　　　  （11 項目）

行政組織内
事 務 事 業
改 革

①職員研修の充実　　 　　　　 （ 4 項目）

②行政組織の取組　　　　　　  （13 項目）

③附属機関の見直し　　　　　  （11 項目）

④給与等の適正化　　　　　 　 （ 1 項目）

住民サービ
ス事務事業
改革

①情報共有の取組 　　　　　　 （18 項目）

②パートナーシップの構築　　  （19 項目）

③補助金等の見直し  　　　　　（ 1 項目）

外部等事務
事 業 改 革

①民間活力の推進　　 　　　　 （ 7 項目）

②施設の有効活用 　　　　　　 （ 8 項目）

行政サービスの公平・均一化の推進

協働のまちづくりの推進

開かれた行政の意識改革

持続可能な行財政運営に向けた財政基盤の強化

・町民満足度の向上
・歳出全般の効率化
・財源配分の重点化

・町民へ分かりやすい情報提供
・町民の声を町政に反映させやすい環境づくり
・協働のまちづくりの更なる推進

・行政組織体制の強化
・職員の意識改革と能力向上
・職場の活性化と経営感覚の醸成

・財政負担の軽減・標準化
・公共施設等の最適な配置
・事務事業の選択と集中

第3次大綱
「量の改革」

徹底した歳出削減
第4次大綱
「質の改革」

限られた行政資源の
有効活用と機能充実

第5次大綱
「意識の改革」

量と質の改革を引き継ぎつつ、
行政資源の最適化という観点で、

常に見直し改善に取り組む

【問】総務課

　　　行政防災グループ

　　　☎ 88-2873
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教職員の人事異動

町職員の人事異動

4 月 1 日付けで教職員の人事異動が次のように発令されました。
（　）は前任校

3 月 31 日付けと 4 月 1 日付けで町職員の人事異動が次のように発
令されました。

【教頭】
　階 上 小　長根　朋子（南部町立名久井小）
　道 仏 小　黒沢　　護（南部町立福地小）
　大 蛇 小　斉藤　祐之（南部町立向小）
【教諭等】
　赤保内小　教　　諭　小泉　梨夏（新採用）
　赤保内小　教　　諭　竹井　亮太（八戸市立根城小）
　赤保内小　講　　師　深澤美加子（赤保内小）
　道 仏 小　教　　諭　寅谷　恭子（赤保内小）
　道 仏 小　教　　諭　千葉　智子（南部町立剣吉小）
　道 仏 小　総事主幹　小杉　雅永（南部町立杉沢中）
　道 仏 小　養護助教　馬場奈菜子（道仏小）
　石 鉢 小　教　　諭　佐藤　憲二（小舟渡小）
　石 鉢 小　教　　諭　久保わか子（南部町立名久井小）
　石 鉢 小　教　　諭　大前佳代子（県立八戸第二養護学校）
　石 鉢 小　教　　諭　遠藤　彩華（新採用）
　石 鉢 小　講　　師　音喜多祥子（石鉢小）
　石 鉢 小　講　　師　田邊　尚史（石鉢小）
　石 鉢 小　非 常 勤　小泉　道子（石鉢小）
　大 蛇 小　養護助教　馬場　絵里（大蛇小）

■ 3月 31 日付け
【退職】
　教育課副参事　石鉢ふれあい交流館長
　　　　　　　　　　　　　髙屋敷いと
　総合政策課総括主幹　　　榊　　寛子

■ 4月 1日付け
　（　）は旧職名、ＧＬはグループリーダーの略称
【副参事級】
　総合政策課副参事　政策推進・財政ＧＬ
　　佐京　　実（総務課副参事　行政防災・庶務ＧＬ）
　教育課副参事　石鉢ふれあい交流館長
　　濱浦　孝子（町民生活課副参事　生活環境・戸籍住民ＧＬ）
【総括主幹級】
　総務課総括主幹　行政防災・庶務ＧＬ
　　茨島　俊行（産業振興課総括主幹　商工観光ＧＬ）
　町民生活課総括主幹　生活環境・戸籍住民ＧＬ
　　中屋敷　司（総合政策課総括主幹　政策推進・財政ＧＬ）
　町民生活課総括主幹　清水恵美子（税務課総括主幹）
　産業振興課総括主幹　商工観光ＧＬ
　　大谷地尚子（産業振興課総括主幹）
　建設課総括主幹　境　　宏幸（教育課総括主幹）

【主幹級】
　総務課主幹　村元　大介（総務課主査）
　総務課主幹　鈴木　優子（議会事務局主幹）
　総務課主幹　田村　綾子（建設課主幹）
　税務課主幹　畑山　真也（総務課主幹）
　保健福祉課主幹保健師
　　小笠原香奈子（保健福祉課主査保健師）
　保健福祉課主幹保健師
　　佐々木　瞳（保健福祉課主査保健師）
　出納室主幹　宗前亜希子（出納室主査）
　教育課主幹　鈴木万紀子（教育課主査）
　教育課主幹　中居　　勉（建設課主査）
【主事級】
　総務課主事　県派遣（期間延長）
　　程熊　嘉寛（総務課主事県派遣）
　総合政策課主事　中嶋　脩夫（保健福祉課主事）　
　保健福祉課主事　花生　智紀（教育課主事）
　産業振興課主事　下畑　大輝（新採用）
　建設課主事　小笠原綾香（新採用）
　教育課主事　木村　房子（町民生活課主事）

【教諭等】
　小舟渡小　教　　諭　北澤　　茂（県社会教育センター）
　小舟渡小　臨時事務　松橋　敬子（八戸市立種差小）
　小舟渡小　非 常 勤　小泉　道子（石鉢小：兼務）
　階 上 小　養護助教　神山みつき（階上小）
　階 上 小　臨時事務　野呂めい子（階上小）
　道 仏 中　教　　諭　小峠　和広（南部町立福地中）
　道 仏 中　教　　諭　佐々木　修（五戸町立五戸中）
　道 仏 中　養護教諭　川守田夕紀（八戸市立是川小）
　道 仏 中　非 常 勤　大高麻莉乃
　階 上 中　教　　諭　礒部真喜子（道仏中）
　階 上 中　教　　諭　尾﨑　裕子（階上中：再任用）
　階 上 中　教　　諭　百目木美佐紀（新採用）
　階 上 中　教　　諭　畑中　麻希（八戸市立第三中）
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　階 上 中　講　　師　山本　樹理（平内町立西平内中）
　階 上 中　講　　師　成田　弘子（階上中）
　階 上 中　非 常 勤　佐々木容子（五戸町立五戸中）
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広報はしかみ　2016・4 8

　
27
年
３
月
31
日
　

　

町
消
防
団
第
４
分
団
の
屯
所
と

　

ポ
ン
プ
車
を
更
新

　
27
年
８
月
29
日
　

　

防
災
リ
ー
ダ
ー
塾
開
催

　
27
年
12
月
22
日
　

　

大
蛇
踏
切
・
追
越
浜
線
避
難
路

　

整
備
完
了

　
（
大
蛇
さ
ざ
波
歩
道
橋
完
成
）

　
28
年
３
月
11
日
　

　
ｎ
ｅ
ｖ
ｅ
ｒ　

ｆ
ｏ
ｒ
ｇ
ｅ
ｔ

　

３
・
11
津
波
防
災
行
事
お
よ
び

　

研
修
会
の
実
施　

　
28
年
３
月
25
日
　

　

津
波
避
難
誘
導
標
識
等
設
置
工

　

事
完
了

　
28
年
３
月
31
日
　

　

19
自
主
防
災
組
織
に
防
災
士
が

　

誕
生

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
５

年
が
経
過
す
る
こ
と
か
ら
、
あ
の

震
災
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
、
町

は
ｎ
ｅ
ｖ
ｅ
ｒ　

ｆ
ｏ
ｒ
ｇ
ｅ
ｔ

３
・
11
津
波
防
災
行
事
を
３
月
11

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
蛇
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
の

津
波
記
念
の
碑
前
で
開
会
式
を
行

い
、
大
蛇
・
道
仏
・
小
舟
渡
小
学

校
の
代
表
児
童
３
人
が
「
大
震
災

で
体
験
し
た
こ
と
を
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
地
域
の
絆
の
も
と
未

来
へ
伝
え
て
い
き
ま
す
」
と
誓
い

の
言
葉
を
宣
言
。
浜
谷
豊
美
町
長

は
「
自
ら
の
命
は
自
ら
守
る
と
い

う
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
い
た
だ

き
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
力
を

合
わ
せ
、
今
後
も
災
害
に
よ
る
人

的
被
害
を
出
さ
な
い
よ
う
共
に
協

力
し
て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
完
成
し
た
ば
か
り
の

大
蛇
さ
ざ
波
歩
道
橋
や
津
波
避
難

誘
導
標
識
を
利
用
し
、
大
蛇
三
地

区
集
会
所
ま
で
の
避
難
訓
練
を
実

施
。
緊
急
時
の
動
き
方
を
訓
練
し

ま
し
た
。

　

避
難
訓
練
後
、
町
職
員
や
町
消

防
団
、
階
上
分
署
、
防
犯
指
導
隊

が
沿
岸
部
を
パ
レ
ー
ド
。「
津
波

防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
災

害
に
対
す
る
備
え
を
深
め
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
当
日

は
厳
し
い
寒
さ
で
し
た
が
、
小
学

校
児
童
ら
が
パ
レ
ー
ド
を
行
う
町

消
防
団
ら
に
手
を
振
っ
て
応
援
し

ま
し
た
。

員
な
ど
合
わ
せ
て
93
人
が
受
講

し
、
防
災
・
減
災
の
た
め
に
重
要

な
技
術
を
修
得
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
県
情
報
シ
ス
テ
ム
課
越

前
美
奈
子
主
幹
は
「
も
し
も
の
時

に
生
き
残
る
情
報
力
を
身
に
付
け

る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
慣
れ
親
し
ん
で
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
情
報
力
の
高
い
人
が
情

報
力
の
弱
い
人
を
助
け
、
支
え
る

気
風
を
育
む
こ
と
が
大
切
で
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
講
座
の
最
後
に
認

定
試
験
が
行
わ
れ
、
受
講
者
に
緊

急
時
情
報
案
内
人
認
定
証
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
の
震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
へ
哀
悼
の
意
を
表
し
、
震
災
が

発
生
し
た
14
時
46
分
に
全
町
で
黙

祷
を
行
い
、
防
災
意
識
を
高
め
る

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

同
日
午
後
、
３
・
11
津
波
防
災

研
修
会
を
開
催
。
青
森
県
情
報
シ

ス
テ
ム
課
の
職
員
を
講
師
に
迎
え

「
緊
急
時
情
報
案
内
人
」
育
成
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

緊
急
時
情
報
案
内
人
と
は
、
緊

急
情
報
の
入
手
方
法
や
確
か
な
情

報
源
の
見
極
め
方
な
ど
を
修
得

し
、
情
報
を
う
ま
く
入
手
で
き
な

い
人
を
支
え
る
人
の
こ
と
。
自
主

防
災
組
織
や
町
消
防
団
、
役
場
職

あの日から5年―。平成23年3月11日、東日本大震災が発生。
町では、震災から復旧・復興するため、様々な取り組みをしています。今回は、3.11津波防災行事と
研修会を紹介するとともに、約1年間の復興に向けた主な取り組みをお知らせします。

3.11 あの震災を忘れない
～東日本大震災から５年が経過～
あの震災を忘れない

３
・
11
津
波

防
災
行
事

３
・
11
津
波

防
災
研
修
会

あ
の
震
災
を
忘
れ
な
い

こ
の
１
年
の
主
な

取
り
組
み
状
況
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山
田
さ
ん
は
、
昭
和
54
年
か

ら
平
成
７
年
ま
で
の
16
年
間
に

わ
た
り
、
階
上
町
（
村
）
議
会

議
員
を
務
め
ら
れ
、
そ
の
間
、

平
成
３
年
か
ら
平
成
７
年
ま
で

の
４
年
間
は
副
議
長
と
し
て
の

重
責
を
担
い
つ
つ
、
町
の
産
業

経
済
の
振
興
発
展
と
住
民
福
祉

の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　

教
育
に
も
深
い
関
心
を
持

ち
、〝
町
勢
発
展
の
原
動
力
は

青
少
年
の
教
育
向
上
に
あ
る
〟

と
の
認
識
の
も
と
、
小
中
学
校

新
校
舎
な
ど
の
教
育
施
設
の
整

備
充
実
を
推
進
。
さ
ら
に
は
町

民
一
人
一
人
の
健
康
増
進
と
体

育
施
設
の
充
実
を
説
き
、
中
央

体
育
館
や
町
民
プ
ー
ル
の
建
設

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

山
田
さ
ん
は
町
議
会
議
員
の
み

な
ら
ず
、
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
委
員
や
公
民
館
運
営
委

員
会
委
員
を
歴
任
さ
れ
、
中
で

も
、
町
消
防
団
第
２
分
団

分
団
長
を
務
め
ら
れ
る
な

ど
、
地
域
社
会
に
お
け
る

重
要
な
役
割
を
果
た
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
、
浜
谷
豊
美

町
長
よ
り
勲
章
と
勲
記
の

伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

浜
谷
町
長
は
「
町
の
た
め

に
長
年
ご
尽
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
栄
誉
を
称
え
ま
し

た
。

はしかみ Hot! ニュース

旭き
ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

日
単
光
章
　
山
田
　
昭
治
（
88
歳
・
田
代
）

高
齢
者
叙
勲

元
階
上
町
議
会
議
員
の
山
田
昭
治

さ
ん
が
受
章
し
ま
し
た
。

　

町
消
防
団
第
４
分
団
は
、
昭
和

８
年
３
月
３
日
に
襲
来
し
た
三
陸

沿
岸
大
津
波
の
風
化
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
毎
年
３
月
上
旬

に
防
火
・
防
災
に
対
す
る
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
６
日
に
行
わ
れ
た
今
年
の

啓
発
活
動
で
は
、
第
４
分
団
の
ほ

か
、
昨
年
12
月
24
日
に
結
成
し
た

ば
か
り
の
道
仏
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

員
約
20
人
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
啓
発
活
動
に
参
加
し
た

団
員
と
ク
ラ
ブ
員
は
泊
川
神
社
へ

移
動
。
地
域
の
安
全
を
祈
願
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
第
４
分
団
屯
所
へ
移

動
し
た
団
員
と
ク
ラ
ブ
員
は
、
防

火
・
防
災
の
呼
び
掛
け
を
開
始
。

火
の
用
心
を
訴
え
る
の
ぼ
り
を
立

て
た
リ
ヤ
カ
ー
を
引
き
、
拍
子
木

を
カ
ン
カ
ン
と
鳴
ら
し
な
が
ら
行

進
し
ま
し
た
。

　
「
私
た
ち
は
道
仏
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
、
火

事
を
出
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
」
と
駅
前
商
店
街
で
啓
発

活
動
を
行
っ
た
ク
ラ
ブ
員
ら
は
、

地
域
の
安
全
・
安
心
の
役
に
立
と

う
と
一
生
懸
命
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
宗
前

律
子
さ
ん
（
野
場
中
）
が
、
30
年

勤
続
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

宗
前
さ
ん
は
昭
和
61
年
に
階
上

町
体
育
指
導
委
員
（
現
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
）
に
任
命
さ
れ
て
以
来

30
年
間
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導

や
助
言
を
行
い
、
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

25
年
か
ら
は
三
八
地
区
や
県
の

役
員
も
務
め
、
町
は
も
と
よ
り
県

内
の
体
育
行
政
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
全
国

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
合
か
ら
表

彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

表
彰
さ
れ
た
宗
前
さ
ん

は
「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の

研
修
で
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
学
ん

で
い
く
中
で
、
団
体
の
あ
り

方
を
学
べ
た
の
は
よ
か
っ
た
。

実
生
活
で
様
々
な
人
と
接
し

て
い
く
と
き
に
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
の
研
修
が
生
き
て

き
た
。
今
ま
で
学
ん
だ
こ
と

を
若
い
人
た
ち
に
ど
ん
ど
ん
教
え

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

30
年
勤
続
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
表
彰
受
賞
　
宗
前
律
子
さ
ん

地
域
の
た
め
防
災
啓
発
活
動
　
道
仏
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
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３
月
12
日
、
道
仏
中
学
校
で
卒

業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
校
の
卒
業
式
は
今
回
で
69
回
目

と
な
り
ま
す
。
36
人
の
卒
業
生
が
、

未
来
へ
向
か
っ
て
新
た
な
道
を
歩

み
始
め
ま
し
た
。

　

式
で
は
藤
田
浩
司
校
長
が
「
失

敗
を
人
の
せ
い
に
せ
ず
、
成
功
に

お
ご
ら
ず
、
誠
実
さ
を
大
切
に
し

て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
。
卒
業
生

代
表
の
加
賀
裕
貴
く
ん
（
写
真
上
）

が
「
次
は
皆
さ
ん
が
こ
の
道
仏
中

を
創
る
番
。
伝
統
に
皆
さ
ん
ら
し

さ
を
加
え
、
母
校
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
在
校
生
に

向
け
て
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
、
階
上
中
学
校
で
も

卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
で
45
回
目
と
な
る
同
校

の
卒
業
式
。
96
人
の
卒
業
生
が
、

希
望
を
胸
に
新
た
な
道
へ
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
加
藤
司
校
長
が
「
階
上

中
で
培
っ
た
志
を
持
ち
、
こ
れ

か
ら
歩
む
道
の
壁
に
自
ら
ぶ
つ

か
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
式

辞
。
卒
業
生
代
表
の
山
﨑
達
也
く

ん
（
写
真
下
）
が
「
僕
た
ち
は
こ
れ

か
ら
新
た
な
夢
に
向
か
っ
て
、
志

を
持
ち
歩
き
始
め
ま
す
。
笑
顔
で

旅
立
ち
ま
す
」
と
在
校
生
に
向
け

て
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

希
望
を
胸
に
未
来
へ
向
か
っ
て

道
仏
中
と
階
上
中
で
卒
業
式

　

町
体
育
協
会
と
は
し
か
み
Jr.
ス

イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
が
青
森
県
教
育

委
員
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
体
育
協
会
は
青
森
県
社
会
体

育
優
良
団
体
表
彰
を
受
賞
。
昭
和

35
年
に
発
足
以
来
、
20
年
以
上
に

わ
た
り
「
は
し
か
み
つ
つ
じ
マ
ラ

ソ
ン
大
会
」
を
開
催
す
る
な
ど
、

町
民
の
健
康
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
へ
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　

は
し
か
み
Jr.
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ

ブ
は
青
森
県
優
良
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
表
彰
を
受
賞
。
平
成
17
年
の
設

立
以
来
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育

成
や
体
力
・
健
康
づ
く
り
の
た
め

10
年
間
に
わ
た
り
、
小
中
学
生
対

象
の
水
泳
教
室
開
催
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　

３
月
14
日
、
２
団
体
が
浜
谷
豊

美
町
長
に
受
賞
報
告
に
訪
れ
ま
し

た
。
畑
中
弘
實
町
体
育
協
会
長
は

「
受
賞
を
励
み
に
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
、
水
梨
子
広
恵

は
し
か
み
Jr.
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

代
表
は
「
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た

ち
の
体
力
・
健
康
づ
く
り
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
」
と
受
賞
の
喜
び

を
語
り
ま
し
た
。

　

町
教
育
委
員
会
と
八
戸
学
院
大

学
は
、
連
携
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

昨
年
５
月
か
ら
民
俗
資
料
収
集
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
民
俗
資
料
の

整
理
を
行
い
、
台
帳
お
よ
び
目
録

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
資
料
整
理
は
昭
和
58
年

の
資
料
館
開
館
以
来
と
な
る
大
規

模
な
も
の
で
す
。
開
館
当
初
の
資

料
数
は
７
０
０
点
程
度
で
し
た
が
、

寄
贈
・
収
集
を
重
ね
る
た
び
に
増

え
、
現
在
で
は
１
７
２
３
点
を
数

え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
７
日
、
根
城
隆
幸
八
戸
学

院
大
学
教
授
が
川
浪
孝
雄
教
育
長

を
訪
れ
、
民
俗
資
料
台
帳
お
よ
び

目
録
を
受
け
渡
し
、
作
業
の
完
了

を
報
告
し
ま
し
た
。
根
城
教
授
は

「
町
内
の
小
中
学
校
で
の
教
育
な

ど
様
々
な
場
面
で
活
用
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

根
城
教
授
を
は
じ
め
八
戸
学
院

大
学
生
や
町
歴
史
研
究
会
等
、
多

く
の
協
力
を
得
て
作
成
さ
れ
た
台

帳
は
今
後
の
資
料
管
理
に
活
用
す

る
ほ
か
、
町
内
小
中
学
校
や
関
係

施
設
に
配
布
し
、
社
会
教
育
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

民
俗
資
料
目
録
・
資
料
台
帳
が
完
成
　
八
戸
学
院
大
学
連
携
事
業

町
の
体
育
振
興
に
貢
献 

町
体
育
協
会
・
は
し
か
み
Jr.
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
が
ダ
ブ
ル
受
賞
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図 書 だ よ り  今 月 の お す す め 本
■ハートフルプラザ・はしかみ　☎ 88-2522

■道仏公民館　☎ 89-2110

■石鉢ふれあい交流館　☎ 80-1671

『異類婚姻譚』
本谷有希子　著

『つまをめとらば』
青山文平　著

『指先の運動・折り紙手芸』
ブティック社　監修

その他おすすめ
『死んでいない者』　滝口悠生　著
『知って得する、科学と技術のお話』   
東京応化科学技術振興財団　編集
『くっついた』　　　三浦太郎　著
『パンツのはきかた』

岸田今日子　著
『ぶぅさんのブー』

100%ORANGE　著　…など

その他おすすめ
『君の膵臓をたべたい』   

住野よる　著
『だるまさんが』

かがくいひろし　著
『つみきでとんとん』  竹下文子  著
『かお かお どんなかお』

柳原良平　著　…など

その他おすすめ
『ｱｲｽｸﾘｰﾑの皇帝』　  柴田元幸　訳
『働く人たちのひみつ』　

学研パブリッシングﾞ　発行
『東奥俳句集』　　東奥日報　発行
『南部暮らしの風土記』

古里淳　著　…など

今
月
の
注
目

今
月
の
注
目

今
月
の
注
目

　◆貸出時間◆
　［ハートフルプラザ・はしかみ］　
　　9～ 19 時（月～土、日・祝日）
　［道仏公民館］　
　　9～ 17 時（月～金）※土曜は 15 時まで
　［石鉢ふれあい交流館］
　　9～ 19 時（火～土、日・祝日）
おすすめ本は、紹介した図書室以外にも入荷することがあ
ります。入荷状況は各館に問い合わせてください。

はしかみ Hot! ニュース
　

３
月
６
日
、
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ

ザ
・
は
し
か
み
を
会
場
に
、
第
46

回
階
上
町
南
部
芸
能
発
表
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

階
上
町
南
部
芸
能
協
会
（
中
城

功
会
長
）
主
催
で
行
わ
れ
た
こ
の

発
表
会
。
道
仏
神
楽
や
赤
保
内
駒

踊
り
、
鳥
屋
部
え
ん
ぶ
り
な
ど
と

い
っ
た
郷
土
芸
能
を
は
じ
め
民
舞

踊
、
新
舞
踊
、
民
謡
な
ど
、
多
彩

な
芸
能
を
各
支
部
が
披
露
し
ま
し

た
。
ま
た
、
友
情
出
演
と
し
て
田

代
盆
踊
愛
好
会
や
赤
保
内
盆
踊
り

愛
好
会
が
出
演
。
そ
れ
ぞ
れ
ナ

ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
を
披
露
し
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
ゲ
ス
ト
出
演
と
し
て

ラ
イ
ズ
は
し
か
み
に
よ
る
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
の

披
露
も
行
わ
れ
、
発
表
会
に
花
を

添
え
ま
し
た
。

　

平
内
支
部
が
披
露
し
た
民
舞
踊

「
南
部
餅
つ
き
踊
り
」
は
、
も
ち

米
が
実
っ
た
喜
び
を
表
現
し
た
踊

り
。
そ
の
由
来
の
と
お
り
観
客
に

喜
ん
で
も
ら
お
う
と
、
踊
り
の
終

了
後
に
つ
き
た
て
の
お
餅
が
振
舞

わ
れ
観
客
に
満
面
の
笑
顔
が
広
が

り
ま
し
た
。

　

様
々
な
演
目
が
披
露
さ
れ
る
た

び
に
、
観
客
か
ら
は
盛
大
な
拍
手

が
送
ら
れ
て
お
り
、
中
城
会
長
が

あ
い
さ
つ
で
話
し
た
「
発
表
会
が

終
わ
れ
ば
春
が
訪
れ
る
」
と
の
言

葉
ど
お
り
、
そ
の
盛
会
な
様
子
は

春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で

し
た
。

多
彩
な
芸
能
で
春
の
訪
れ
を
感
じ
て

第
46
回
階
上
町
南
部
芸
能
発
表
会
開
催
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ごみ情報 No.30 行列ができる

ごみのお悩み相談所
今一度ごみ出しのルールにつ
いて確認しよう！

Q1. なぜごみ出しは収集日の朝 8時までなの？

Q3.　八戸市みたいにごみ袋の指定はないの？

Q2.　収集日を守らないで出されたゴミはどうなる
の？

A.　ごみ収集は朝 8時から開始しますが、いつも同
じルート、同じ時間帯で収集するとは限りません。
収集されずにそのまま放置されるのを防ぐためにも
必ず守ってください。

A.　町ではごみ袋の指定はしていません。しかし、
収集の都合上、中身が見えない黒や青の袋、さらに
他市町村の指定袋で出されたごみは収集していませ
ん。ごみ袋は透明、または半透明の袋を使用してく
ださい。
ルールを守り、人や環境にやさしい町にしましょう！

【問】町民生活課　生活環境グループ　☎ 88-2119

5月2日（月）は
軽自動車税の納期限です。

忘れずに納めましょう。
【問】税務課　収納グループ　☎ 88-2114　

野焼きの禁止について
　ごみ等の野外焼却は禁止されています。（廃棄物の処理及び清掃に関する法律
第 16条の 2）
　例外として、どんど焼きや農業・林業等を営むためのあぜ道の草や下枝等の
焼却は認められますが、あらかじめ「消防署への届け出」が必要となります。
　しかし、火災と紛らわしい煙等により近隣住民の生活環境に支障を来した場
合は、例外から外れます。　　　　　　　　　　　　　【問】町民生活課　生活環境グループ　☎ 88-2119

春のクリーンアップデー 自分たちの町は自分たちできれいに！

【問】町民生活課　生活環境グループ　☎ 88-2119

4月17日日
　日頃通る道、自分たちの住む地域の
ごみを拾い、きれいな町にしましょう！
　（ご自宅の不用品や家電製品などを出
さないでください。）

「隣の土地の草木が茂っていて虫が発生して
困る」、「木の枝が伸びてきて窓ガラスに当たっ
ている」など、苦情が多く寄せられています。
自分の所有地は自分で草刈りや枝払いを定期
的に行うなど、適正な管理をお願いします。

A.　収集日を守らないと、適正に出されたごみと混
ざり、混合品となるためどちらも収集されません。
どなたかがそのごみを分別して適正に排出しない限
り、その集積所にごみが溜まり、利用する人に迷惑
が掛かります。
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合併浄化槽設置を補助します
　町では適切な生活排水の処理による住環境改善の取り組みとして、下水道事業実施区域以外の地域で合
併浄化槽への転換補助を行っています。これまでたくさんのご利用をいただいていますが、より一層の転
換促進を図るため 27年 4月から 32年 3月までの間、補助金額を増額しています。
　工事を考えている人はお気軽にご相談ください。なお、この補助制度は数に限りがありますので、定数
に達した場合は締め切らせていただきます。
■申請期限　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■補助金額
　　4月 11日（月）から 12月 22日（木）まで
■対象地域
　　階上町内全域（大蛇地区漁業集落排水処理区域および
　石鉢・赤保内処理区公共下水道事業認可区域は除く。）
■対象建物
　　専用住宅および併用住宅で、単独浄化槽または
　くみ取り式から変換する場合。新築住宅への浄化槽設置は対象外です。
■補助を受ける際の注意事項
　補助金交付にあたっては、事前に工事施工予定業者を通して町に申請していただき、補助金交付決定
後に工事に取り掛かることになります。工事完了後に申請をされても補助金は交付できませんのでご注
意ください。	 【問】建設課　下水道グループ　☎ 88-2120

　町民の生活環境の向上を図り、町内の住宅関連産業を中心とした地域活性化を促進するため、町内
に自己居住用住宅を新築する人に費用の一部を補助します。

■補助内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■申請締切

住宅
延べ面積

浄化槽の
大きさ

補助金
限度額

募集
基数

130㎡以下 5 人槽 529,000 円 6 基
130㎡超 6 ～ 7 人槽 662,000 円 13 基
2 世帯住宅 8 ～ 10 人槽 897,000 円 1 基

新築住宅費用の一部を補助します
～階上町新築住宅支援事業の募集案内～

教育委員会評価を実施しました

【申・問】建設課　土木建設グループ　☎ 88-2118

【問】教育課　学校教育グループ
☎ 88-2495

対 象 者
○町内に住民登録している人、または工事完了後町
内に転入する人
○町税などの滞納がない人

対象工事

○町内業者が施工する住宅、または町外業者が町内
業者と下請契約を締結して施工する住宅
○対象工事費が 1,000 万円以上（税込）の工事、ま
たは町外業者が町内業者と下請契約した契約額の
合計が 1,000 万円以上（税込）の工事

補助率・
補助上限額

いずれも契約額 1,000 万円以上（税込）の 1％で限
度額は 30万円。

12 月 28 日（水）
※詳しくは、町ホームページで確
認するか建設課に問い合わせて
ください。

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26条により、教
育委員会はその権限に属する事務の管理および執行について点
検および評価を行い、その結果を公表することになっています。
　このたび、26年度の実績評価を行い、階上町議会に報告しま
した。その報告書を町ホームページに掲載しましたのでお知らせ
します。
　また、道仏公民館、石鉢ふれあい交流館等の施設でも報告書を
備えておりますので、あわせてご活用ください。
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軽自動車税のお知らせ
　4月 1日現在、町内に原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車および二輪の小型自動車を持つ人に
軽自動車税が課税されます。
　○納期限日　5月 2日（月）

■軽自動車税の減免について
　身体に障がいのある人、知的障がいのある人、精神障がいのある人のために使用される軽自動車等また
は、公益のため直接専用するものと認める軽自動車等で、一定の要件に該当するものについては、申請に
より軽自動車税を全額免除します。軽自動車税の減免を受けようとする人は 4 月 25 日（月）までに申請
してください。

全ての車両に新税率が適用されます。

【問】税務課　収納グループ　☎ 88-2114

種　　別 現行税率 新税率

原動機付自転車

50cc 以下 1,000 円 2,000 円
90cc 以下 1,200 円 2,000 円
125cc 以下 1,600 円 2,400 円
ミニカー 2,500 円 3,700 円

小型特殊自動車 農耕用 1,600 円 2,000 円
その他 4,700 円 5,900 円

軽自動車 二輪 (250cc 以下 ) 2,400 円 3,600 円
雪上用 2,400 円 3,000 円

二輪の小型自動車 (250cc 超 ) 4,000 円 6,000 円

軽自動車（三輪、四輪）

軽自動車（三輪、四輪）のグリーン化特例（軽課）

　最初の新規検査を受けた年月により、適用される税率が異なります。
　最初の新規検査を受けた年月…自動車検査証に記載されている初度検査年月または初度検査年

　27年 4月 1日から 28年 3月 31日までに新規取得した三輪以上の軽自動車で、排出ガス性能および燃
費性能の優れた環境負荷の小さいものについて、28年度分の軽自動車税を軽減します。

種　　別 現行税率 新税率 重課税率
軽自動車 ( 三輪 ) 3,100 円 3,900 円 4,600 円

軽自動車
( 四輪 )

乗　用 営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円
自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

貨物用 営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

種　　別 軽課税率
適用車両 （ａ） （ｂ） （ｃ）

軽自動車 ( 三輪 ) 1,000 円 2,000 円 3,000 円

軽自動車
( 四輪 )

乗　用 営業用 1,800 円 3,500 円 5,200 円
自家用 2,700 円 5,400 円 8,100 円

貨物用 営業用 1,000 円 1,900 円 2,900 円
自家用 1,300 円 2,500 円 3,800 円

現行税率…

新税率　…

重課税率…

（a）電気自動車および天然ガス自動車

17 年排出ガス基準 75％低減達成車のうち、
（b）乗　用：32 年度燃費基準値＋ 20％達成車
       貨物用：27 年度燃費基準値＋ 35％達成車
（c）乗　用：32 年度燃費基準達成車
　    貨物用：27 年度燃費基準値＋ 15％達成車

27年 3月31日までに、最初の新
規検査を受けた車両
27年 4月1日以降に、最初の新
規検査を受けた車両
28 年 4月1日時点で、最初の新
規検査から13 年を経過した車両

27年度税制改正に伴い、28年度から
　軽自動車税の税率（税額）が変わります。

原動機付自転車、小型特殊自動車、軽自動車 (二輪、雪上車 )、二輪の小型自動車
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■対 象 者　町民で平成 28年度に右の表の年齢になる人（対象
者には 4月上旬に個別通知をしています。）
その他に、60 歳以上 65 歳未満で、心臓、腎臓、
呼吸器またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の
機能に一定の障がいがある人。

■実施期間　4月 1日～平成 29年 3月 31日
■接種場所　受託医療機関
■接種回数　1回（23価莢膜ポリサッカライドワクチン）
■接種料金　3,000 円（生活保護世帯の人は無料）
■持 ち 物　予診票、健康保険証など

　注意事項　
　高齢者肺炎球菌は、過去に接種したことがある人は対象になりません。今年度対象者の接種期間は今年
度のみです。5年ごとに対象になるものではありません。

■対 象 者　町民で平成 22年 4月 2日から平成 23年 4月 1日までに生まれた人
（対象者には 4月上旬に個別通知をしています。）

■実施期間　4月 1日～平成 29年 3月 31日（期間を過ぎると対象外）
■接種場所　受託医療機関
■接種回数　1回（麻しん風しん混合ワクチン）
　○麻しんまたは風しんのいずれかにかかったことがある人は、混合ワクチンの接種対象者となります。
○麻しん風しんの両方にかかったことがある人は、接種対象者から除く必要があるため、必ず担当までご連絡
ください。

■持 ち 物　予診票、母子健康手帳

　積極的勧奨の差し控えにより 2期の接種が十分に行われていないため、次の対象者に勧奨を行います。
■対 象 者　町民で平成 19年 4月 2日から平成 20年 4月 1日までに生まれた人
　　　　　　町民で平成 10年 4月 2日から平成 11年 4月 1日までに生まれた人
　　　　　　（対象者には 4月上旬に個別通知をしています。）
■実施期間　4月 1日～平成 29年 3月 31日（期間を過ぎると対象外）
■接種場所　受託医療機関
■接種回数　1回（乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン）

※ただし、1期の予防接種が終了していない人については定期接種の対象となることから、不足分の
　予診票を送付しますので担当までご連絡ください。

■持 ち 物　予診票、母子健康手帳
※母子健康手帳を紛失した人は担当までご連絡ください。

【問】保健福祉課　健康増進グループ　☎ 88-2219

　口座振替制度は、町税等の納期限日に金融機関の預貯金口座から自動的に振り替える便利・安全・確
実な方法です。※各納期限の 1カ月前までに取扱金融機関に申し込んでください。
≪申し込みに必要なもの≫
　通帳、通帳届出印鑑、納税通知書
≪口座振替できる町税等≫
　軽自動車税、固定資産税
　町県民税、国民健康保険税
　介護保険料、後期高齢者医療保険料

≪取扱金融機関≫
　青森銀行（本・支店）、青い森信用金庫
　みちのく銀行（本・支店）、八戸農業協同組合階上支店
　青森県信用漁業協同組合連合会（階上代理店）、ゆうちょ銀行

【問】税務課　収納グループ　☎ 88-2114

納税には便利な口座振替をご利用ください

定期予防接種のお知らせ
高齢者肺炎球菌

麻しん・風しん２期

日本脳炎２期

年齢 生年月日
65 歳 S26.4.2 ～ S27.4.1 生まれ
70 歳 S21.4.2 ～ S22.4.1 生まれ
75 歳 S16.4.2 ～ S17.4.1 生まれ
80 歳 S11.4.2 ～ S12.4.1 生まれ
85 歳 S 6.4.2 ～ S 7.4.1 生まれ
90 歳 T15.4.2 ～ S 2.4.1 生まれ
95 歳 T10.4.2 ～ T11.4.1 生まれ

100 歳 T 5.4.2 ～ T 6.4.1 生まれ
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28年度

「協働の健康づくり支援事業」を募集します！

農地賃借料情報・農作業標準賃金のお知らせ

　町では、それぞれ地域が持つ個性や環境、伝統などを生かし自らが進める「健康な地域づくり」にお
いて、健康寿命の延伸や地域の活性化に直結する事業について補助金を交付し、その活動を支援します。

①行政区
②町内において組織されたグループまたは団体
　・目的、名称、代表者（会則）が定められてい
ること。

　・代表者が町内に在住、在勤または在学してい
ること。

③政治活動、宗教活動、営利活動および他の公的
助成を受けている活動でないもの。

　健康づくりに関する、継続的に取り組む階上町
協働のまちづくりに関係する分野のソフト事業
≪対象事業例≫
①運　動…ウォーキング、体操、ダンスなど
②食生活…生活習慣病予防に関する活動
③こころ…ストレスの低減、睡眠の確保などに

関する活動

　4月 1日から 29年 3月 31日までの 1年間。

　助成率は補助対象経費の 2分の 1以内。
　助成限度額は 10 人以上 30 人以下で 10 万円、
31人以上で 20万円とします。

　事業実施計画書および団体概要調書に所要事項
を記載の上、持参により提出してください。事業
実施計画書および団体概要調書は、保健福祉課に
備え付けてあります。

　4月 20日から 5月 31日まで

【申・問】保健福祉課　健康増進グループ
　　　　　☎88-2162

応募資格・要件

支　援　期　間

対　象　事　業

補　助　基　準

応　募　方　法

応　募　期　間

■農作業標準賃金
区分 作　業　別 単位 金額 区分 作業別 単位 金額

農
業
機
械
に
よ
る
作
業

田　耕　起 10ａ当たり 5,600 円
水
田

田　　植

8時間労働

5,600 円
（男女共同
額、まかな
いなし）

畦ぬり（片側） 1ｍ当たり 30円 除　　草
畑　耕　起

10ａ当たり

5,600 円 刈　　取
代　か　き 6,000 円 畑 一般作業
田　　　植 6,200 円 乾

燥
水分 25％未満 玄米 1俵

当たり
1,320 円

バインダー（結束ひもつき） 7,000 円 水分 25％以上 1,530 円
脱　　　穀 6,000 円

【問】農業委員会　☎ 88-2946
コンバイン（田・稲） 12,100 円
コンバイン（畑・麦） 9,100 円

■農地賃借料情報（10ａ当たり）
区分 締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

田（水稲）の部 階上町全域 8,000 円 9,000 円 8,000 円 29 件

畑の部 階上町
全　域

長 い も 7,000 円 10,000 円 3,300 円 8件
普 通 畑 4,800 円 8,000 円 2,000 円 102 件

※データ数は、集計に用いた締結（公告）件数。金額は算出結果を四捨五入し100円単位。

　この一覧表を参考に、
ほ場条件や作業の難易度
を考慮し、当事者間で協
議の上、決めてください。
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パブリックコメントを募集しています
（町民の皆さんからの意見）

　医療機関を受診した際の、入院時の 1食当たりの食事代は下表のとおりとなっています。
　住民税非課税世帯の人と低所得者Ⅰ・Ⅱの人は「限度額適用・標準負担額減額認定証」が必要となりま
すので、保健福祉課②番窓口で申請してください。

※１　同一世帯の世帯主および被保険者が住民税非課税の場合（後期高齢者医療の場合、世帯員全員
が住民税非課税であること）。

※２　同一世帯の世帯主および被保険者が住民税非課税であり、所得金額が全て 0円（公的年金収
入が年額 80 万円以下）の場合（後期高齢者医療の場合、世帯員全員が住民税非課税であり、所
得金額が全て 0円であること）。

※３　保健福祉課②番窓口で、長期入院該当申請が必要となります。

その他ご不明な点は、問い合わせてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問】保健福祉課　健康増進グループ　☎88-2219
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県後期高齢者医療広域連合　☎017-721-3821

《募集対象》階上町地域公共交通網形成計画（案）
　本町には、地域公共交通としてJR八戸線、広域路線バス、コミュニティバス、タクシーが運行して
おり、町民生活の足として、また観光客の移動手段として重要な役割を果たしています。本計画は、
地域公共交通の基本計画として策定するものです。
　このたび、当該（案）を取りまとめましたので、これを公表するとともに、広く町民の皆さんの意
見を反映するため、意見募集を行います。

■意見を提出できる人
○町内に住所を有する人
○町内に勤務・通学している人
○町内に事務所または事業所を有す
る個人、団体

■募集期限
　4月28日（木）17:00必着

■提出方法
　意見募集用紙に、住所、氏名（法人・団体などの場合は所在
地、名称および代表者名）、電話番号および意見内容を記入
し、持参、郵送、FAXまたは電子メールで提出してください。
　計画（案）および意見募集用紙は町ホームページに掲載して
います。また、総合政策課にも設置しています。

【問】総合政策　政策推進グループ　☎88-2113

所得区分
入院時の1食当たりの食事代

（28年4月から）国保
（70歳未満）

国保（70歳以上）
および後期高齢者医療

住民税
課税世帯

現役並み所得者（負担割合3割の人）
360円

一般

住民税
非課税世帯※1 低所得者Ⅱ※1

210円（過去1年の入院日数が90日以下）

160円（過去1年の入院日数が91日以上）※3

低所得者Ⅰ※2 100円

国保・後期高齢者医療からのお知らせ

28年度からの入院時に係る食事代について
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特定健診であなたの塩分摂取量が分かります
　尿中塩分量測定は、健診の際の尿検査と一緒に実施できますので、健診を受けるだけで簡単に塩分摂取
量を知ることができます（八戸市総合健診センターで受診した場合に限ります）。
　厚生労働省では、昨年度より塩分摂取量の目標量を男性 8.0g/ 日未満、女性 7.0g/ 日未満に変更してい
ます。町では、昨年度より循環器病の予防に取り組んでおり、今年度からの健診に、尿中塩分量測定を導
入することにしました。ぜひ、健診を受けていただき、普段の塩分摂取量を確認してください。

○八戸市総合健診センターで実施できる健（検）診
健診項目（対象者） 検査内容 料金 健診日・申込方法

国
保
・
後
期
の
人

特定健診
（40歳以上）

身体計測、血圧測定
採血、採尿、心電図
眼底・眼圧、聴力
尿中塩分量測定（新規追加）

40 ～ 69 歳 500 円
70 歳以上 無料
心身障害者※ 無料 ■健診日

①特定健診・がん検診
　月～金曜日（祝日を除く）
　受付時間　7:30～9:30
②乳がん・子宮頸がん検診
　水～金曜日の午後
　受付時間　12:15～12:45

※心身障害者：身体障害者
手帳1～4級、愛護手帳、
精神保健福祉手帳を持っ
ている人

■注意
　胃がん検診と婦人科超
音波検査は、同じ日に受
診できません。

■申し込み先
　八戸市総合健診センター
　☎45-9131

国保・後期人間ドック
（30歳以上）

特定健診の内容＋
胃・肺・大腸がん検診
腹部超音波検査

30～ 39歳 5,000 円
40 ～ 69 歳 2,500 円
70 歳以上 2,000 円

町
民
な
ら
誰
で
も
（
年
齢
や
性
別
に
応
じ
て
）

生活習慣病予防健診
（30～39歳）

身体計測、血圧測定
採血、採尿、視力、聴力
心電図、胸部X線撮影

30～ 39歳 3,000 円

胃がん検診
（40歳以上）

バリウムによる検査
各500円
※特定健診と一緒に
受診できます。肺がん検診

（40歳以上）
胸部レントゲン撮影

大腸がん検診
（40歳以上）

便の潜血反応検査

乳がん検診
（40歳以上の
　偶数年齢の女性）

視触診＋乳房Ｘ線撮影
（マンモグラフィー）

子宮頸がん検診
（20歳以上の女性）

内診、細胞診

※がん検診は、保険証の区別なく受診できます。職場でがん検診がない場合は、ぜひ町のがん検診を受診
してください。

○階上町優先日のお知らせ≪西部地区≫　
※調整中の日程があります。変更がありましたら広報はしかみ5月号でお知らせします。

バス運行 行政区 特定健診・　
人間ドック・がん検診 婦人がん検診

送迎バス
運行日

角柄折・鳥屋部 ６月１３日（月） ６月　９日（木）
金山沢 ６月１５日（水） ６月１０日（金）
平内・晴山沢・田代 ６月３０日（木） ６月２３日（木）

バス運行なし 全地区 ６月２５日（土）※調整中 ６月３０日（木）

○優先日を利用する場合、広報はしかみ5月号折り込みチラシを確認し申し込んでください。
○優先日以外に受診する場合は、八戸市総合健診センター（☎45-9131）へ直接申し込んでください。
○受託医療機関での受診を希望する場合は、担当まで問い合わせてください。

【問】保健福祉課　健康増進グループ　☎88-2162
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親子d
e 楽しいがいっぱい！ 子育て支援センター

子育てサークル 活動情報

◆◇スケジュール◇◆ 就園していない子どもが対象です。

親子で楽しみませんか。

 地域子育て支援センター「すこやかる～む」

期 日 活 動 内 容

5/12
（木）

野菜を育てよう

5/19
（木）

＜子育て講座＞
　「いちご狩りに出かけよう」　
※場所はアグリの里です。
　住所：おいらせ町向山東２丁目2-1684
　　　　現地集合・現地解散となります。
※料金など　30分食べ放題　大人700円
　３歳以上500円　３歳未満無料
※要申し込み（4/28まで　☎89-2210）

5/26
（木）

園庭遊具であそぼう

［場　所］道仏保育園　　［時　間］10:00～12:00
［利用料］子ども１人につき100円
　　　　　＊保育園裏の駐車場をご利用ください。

子育てサークル「にこにこクラブ」

期 日 活 動 内 容

5/20
（金）

　かんたんおやつを
　　　　　　つくろう！
（場　所）石鉢ふれあい交流館
（時　間）10:00～12:00
（参加費）子ども１人につき100円
（持ち物）エプロン／三角巾

■スケジュールは町ホームページにも掲載し
ています。（トップページ＞くらしの情報
＞子育て・教育＞子育てサークル）

【問】保健福祉課　健康増進グループ
　　　　　　　　　　　　　　　☎88-2219　
　　　道仏保育園（地域子育て支援センター）
　　　　　　　　　　　　　　　☎89-2210　

ちょこっと 国保　No.28　保険の切り替え手続きを忘れずに
就職や転出など異動の多い季節です。健康保険が変わったときは、14日以内に
忘れずに切り替えの手続きをしましょう。

※届け出が遅れても、その事実発生日までさかのぼって国保の資格取得・喪失が適用されます。
〇加入の届け出が遅れた場合…さかのぼった分の国保税がまとめて課税され、一度に納付する

金額が大きくなってしまいます。
〇やめる届け出が遅れた場合…社会保険加入後に国保の保険証を使って受診した場合、国保が

負担した医療費（7～9割）を返還していただきます。
　　■届け出に必要なもの
　　　①国保に加入するとき：健康保険資格喪失証明書
　　　②国保をやめるとき　：国保の保険証（対象者全員分）、社会保険の保険証（対象者全員分）

※上記の他に、世帯主および対象者の個人番号確認書類、窓口に来る人の本人確認書類と
はんこが必要になります。

　　■届け出場所　町民生活課④番窓口
【問】保健福祉課　健康増進グループ　☎88-2219
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階上町の最新の歴史文化研究を掲載

郷土誌「はしかみ」第72号を刊行しました

【申・問】教育課　社会教育グループ　☎ 88-2698 ／ FAX 88-1803

file.27 いざというときの応急手当て②
AEDの使い方

AEDを使用した
　応急手当ての流れ

防災ガイド

○AEDのふたを開け、電源を入れます。自動的に流れる音声メッセージに従って操作を行い、傷病
者に装着してください。

○AEDは自動的に傷病者の心電図を解析し、電気ショックの必要性を判断します。必要な処置が音
声メッセージで指示されますので、従って処置してください。

○心肺停止から早期にAEDを使用することにより、心肺停止状態の傷病者の蘇生・社会復帰の確率
を高めます。現場にAEDがある場合は、積極的に使用しましょう。

　AED（自動体外式除細動器）とは、心肺停止状態の傷病者に対し電気ショックを実施し、心臓を正常
な状態に戻す可能性がある機器です。

AED装着

【問】総務課　行政防災グループ　☎88-2873

電気ショック（1回）の
後、直ちに心肺蘇生を再
開する（2分間）

○普段どおりの息をし始めた場合
○（嫌がって）動き出した場合
○うめき声を出した場合

電極パットを貼りつけたまま体を横向き
（回復体位）にして観察を続ける。

直ちに心肺蘇生を再開
する（2分間）

心電図解析
（電気ショックを行う
必要はあるか？）

必要なし必要あり

　町教育委員会では、町の豊かな自然と多彩な歴史文化を後世に
伝えるため、昭和 27年より郷土誌「はしかみ」を刊行しています。

■第 72号掲載内容
　『赤保内と耳ヶ吠』、『野沢勝蔵氏について（一）』
　『太田広城の足跡を辿る（一）』
　『法霊祭礼の明治時代以降の名称の変遷』など

■価　　格　1,000 円（税込）

■購入方法
　教育委員会で購入、または電話・FAXで申し込んでください。
　（郵送の場合は、送料・手数料は購入者の負担となります）
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広報に広告を掲載しませんか町ホームページのバナー広告を募集します
広報はしかみに掲載する有料広告を随時募集
しています。事業 PR などにぜひご利用ください。

（作成部数　4,800 部）
【料金】1 号広告（5 × 18cm 程度）　10,800 円

　　2 号広告（5 ×　9cm 程度） 　 5,400 円
※詳しくは問い合わせてください。

【問】総務課　行政防災グループ　☎ 88-2873

町ホームページに掲載する有料バナー広告を随時
募集しています。事業PRなどにぜひご利用ください。
【料金】月額　　5,400 円
【規格】縦 60ピクセル×横 150 ピクセル
　　　  GIF、JPEG、PNG形式で、10KB 以内。

※詳しくは問い合わせてください。
【問】総務課　行政防災グループ　☎ 88-2873
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税
収
入
の
伸
び
悩
み
、
業
務

の
電
算
化
や
外
部
委
託
な
ど
の
経

常
経
費
の
増
加
、
高
齢
化
や
医
療

の
高
度
化
に
よ
る
社
会
保
障
費
の

増
加
な
ど
の
影
響
で
、
町
の
財
政

運
営
は
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の

取
り
崩
し
や
借
金
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
今
年
度
は
、
次
の
施
策

に
重
点
を
置
い
て
予
算
編
成
を
し

ま
し
た
。

Ⅰ
『
地
域
資
源
を
生
か
し
た
産
業

　
振
興
』
に
対
す
る
施
策

　

担
い
手
不
足
が
喫
緊
の
課
題
で
、

農
業
で
は
国
の
新
規
就
農
総
合
支

援
事
業
の
活
用
、
水
産
業
で
は
町

水
産
振
興
協
議
会
に
よ
る
夏
休
み

中
の
〝
海
の
学
校
〞
の
開
校
、
ま

た
、
国
の
水
産
業
競
争
力
強
化
緊

急
施
設
整
備
事
業
を
活
用
し
た

「（
仮
称
）
ハ
マ
の
駅
」
の
整
備
な

ど
。

Ⅱ
『
観
光
振
興
』
に
対
す
る
施
策

　

三
陸
復
興
国
立
公
園
指
定
と
み

ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
認
定
以

　

平
成
25
年
、
大
河
ド
ラ
マ
に
お

い
て
「
八
重
の
桜
」
と
い
う
会
津

の
女
性
新に

い

島じ
ま

八や

重え

を
モ
デ
ル
と
し

た
物
語
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
が
大
変
な
人
気
を
博
し
た
の
は

記
憶
に
新
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
時
、
後
に
三
沢
市
谷や

地ち

頭が
し
ら

に
洋
式
牧
場
を
開
設
し
地
域
発

展
に
尽
力
し
た
広ひ

ろ

沢さ
わ

安や
す

任と
う

と
い
う

人
物
を
人
気
俳
優
が
演
じ
、
物
語

に
登
場
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
階
上
の
地
に
生
ま
れ
、
広ひ

ろ

来
、
観
光
客
の
増
加
に
伴
い
、
昨

年
度
は
国
の
事
業
で
小
舟
渡
廿
一

平
公
衆
ト
イ
レ
と
階
上
岳
大
開
平

休
憩
所
の
整
備
、
今
年
度
は
自
然

環
境
整
備
交
付
金
を
活
用
し
た
廿

一
平
ス
テ
ー
ジ
改
修
な
ど
。

Ⅲ
『
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

　
総
合
戦
略
の
展
開
』
に
対
す
る

　
施
策

　

中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

や
地
域
消
防
防
災
強
化
事
業
の
継

続
と
、
新
規
に
乳
幼
児
健
診
時
の

フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布
や
妊
婦
の
歯

科
健
康
診
査
を
行
う
歯
科
保
健
事

業
へ
の
取
り
組
み
な
ど
。

　

以
上
３
つ
の
施
策
の
ほ
か
、
路

線
バ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
再
編
し
た
新
た

な
運
行
計
画
の
策
定
を
は
じ
め
各

種
の
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

財
政
の
健
全
化
に
も
取
り
組
み
ま

す
。

沢さ
わ

安や
す

任と
う

と
同
じ
時
代
に
活
躍
し
、

共
に
青
森
県
誕
生
に
大
き
く
貢
献

し
た
偉
人
「
太お

お

田た

広ひ
ろ

城き

」
に
つ
い

て
今
月
号
か
ら
毎
月
皆
さ
ん
に
お

伝
え
し
て
い
き
ま
す
。
太お

お

田た

広ひ
ろ

城き

は
八
戸
藩
（
県
）
の
大
参
事
を
務

め
た
後
、
北
海
道
の
奥
尻
島
に
渡

り
戸
長
（
現
町
長
）
に
就
任
、
当

時
で
は
先
進
的
な
政
策
を
推
進
し
、

奥
尻
の
発
展
に
尽
力
し
た
人
物
で
す
。

　

階
上
の
近
代
史
を
語
る
上
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
太お

お

田た

広ひ
ろ

城き

に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す

く
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

地
域
の
歴
史
へ
の
興
味
・
愛
着
を

持
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

さ
て
、
時
は
さ
か
の
ぼ
り
天
保

９
年（
１
８
３
８
）、角
柄
折
村（
現

角
柄
折
地
区
）
に
領
地
を
持
っ
て

い
た
八
戸
藩
士
太お

お

田た

喜き

満ま

多た

久ひ
さ

容の
り

の
次
男
と
し
て
太お

お

田た

広ひ
ろ

城き

（
幼
名

は
耕こ

う
す
け介

、
直な

お

次じ

郎ろ
う

）
は
生
ま
れ
ま

し
た
。

　
　
　

～
次
号
に
続
く
～

太田屋敷があったといわれる場所
（角柄折地区にある階上キユーピー㈱工場付近）
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■
テ
ロ
リ
ス
ト
の
標
的

　

日
本
で
は
、
本
年
に
伊
勢
志
摩

サ
ミ
ッ
ト
、
31
年
に
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
、
32
年
に

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
東
京
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
規
模
な
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
国
際
会
議
等
の
開
催
は
、
国
際

テ
ロ
組
織
や
テ
ロ
を
実
行
し
よ
う

と
す
る
者
に
と
っ
て
格
好
の
攻
撃

対
象
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
を
標

的
と
し
た
テ
ロ
の
危
険
性
が
高

ま
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

■
警
察
の
取
り
組
み

　

国
際
テ
ロ
対
策
で
最
も
重
要
な

こ
と
は
「
テ
ロ
の
未
然
防
止
」
で

す
。
警
察
で
は
県
民
の
皆
様
や
各

自
治
体
、
民
間
団
体
等
と
連
携
し

た
「
官
民
一
体
と
な
っ
た
テ
ロ
対

策
」
に
取
り
組
み
、
国
際
テ
ロ
の

未
然
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

　

皆
さ
ま
の
日
常
生
活
の
中
で
、

次
の
こ
と
を
見
た
り
聞
い
た
り
し

た
際
は
、
直
ち
に
警
察
へ
通
報
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
周
囲
を
気
に
し
な
が
ら
、
主
な

駅
や
大
型
商
業
施
設
等
の
周
辺

を
う
ろ
つ
い
て
い
る
人

○
爆
発
物
の
原
料
と
な
り
得
る
薬

品
等
を
大
量
に
購
入
す
る
人

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
テ
ロ
行

為
を
称
賛
す
る
な
ど
、
明
ら
か

に
テ
ロ
リ
ス
ト
と
関
係
が
あ
り

そ
う
な
人

○
不
自
然
に
大
き
な
か
ば
ん
な
ど

を
持
っ
て
い
る
人

○
人
の
流
れ
に
逆
行
し
た
動
き
や

１
カ
所
に
立
ち
止
ま
っ
て
周
囲

を
観
察
し
て
い
る
人

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

住
宅
火
災
で
の
死
者
の
約
７
割

は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

寝
て
い
る
間
に
発
生
し
た
火
災

に
気
付
か
ず
に
、
逃
げ
遅
れ
が
原

因
で
命
を
落
と
し
て
い
る
ケ
ー
ス

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
皆
さ

ん
の
ご
家
庭
に
『
住
宅
用
火
災
警

報
器
』
を
設
置
す
る
よ
う
、
20
年

か
ら
火
災
予
防
条
例
で
義
務
付
け

さ
れ
ま
し
た
。

　

『
住
宅
用
火
災
警
報
器
』
は
、

火
災
が
発
生
す
る
と
大
き
な
音
で

知
ら
せ
て
く
れ
る
た
め
、
就
寝
中

で
も
い
ち
早
く
避
難
な
ど
の
行
動

を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
八

戸
広
域
圏
内
の
市
町
村
の
設
置
率

平
均
は
79
・
１
％
で
、
階
上
町
の

設
置
率
は
71
・
７
％
で
最
下
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
設
置
し
て

い
な
い
ご
家
庭
は
早
く
設
置
し
、

火
災
か
ら
あ
な
た
の
住
ま
い
と
生

命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
問
】
八
戸
東
消
防
署
階
上
分
署

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
０
５

■
救
急
車
を
呼
ん
だ
ら
用
意
す
る

・
保
険
証
や
診
察
券

・
普
段
飲
ん
で
い
る
薬
（
お
薬
手

帳
）

■
救
急
車
が
来
た
ら
伝
え
る

・
事
故
や
具
合
が
悪
く
な
っ
た
際

の
状
況

・
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
変

化
・
行
っ
た
応
急
手
当
て
の
内
容

・
具
合
の
悪
い
人
の
情
報
（
持

病
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
等
）

○
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え

た
ら
誘
導
に
出
る
と
到
着
が
早

く
な
り
ま
す
。

○
火
事
・
救
急
は
☎
１
１
９
へ

国
際
テ
ロ
の
未
然
防
止

住
宅
用
火
災
警
報
器

救
急
車
を
呼
ん
だ
際
の
ポ
イ
ン
ト

消防情報
火事・救急は

　　　119 番へ
　［消防情報案内］
　☎ 0180-991-888

ほっとスルメールをご利用ください
＜登録用メールアドレス＞

anzenjoho@anshin.city.hachinohe.aomori.jp
　町内の緊急・気象・火災情報など
のメールを、携帯電話やパソコンで
受け取れます。上記アドレスに空
メールを送信し、登録手続きをして
ください。（右のＱＲコードからも
読み込めます）

事件は 110 番へ
階上交番　☎ 88-2022
田代駐在所　☎ 88-2110

今月の早め点灯時間は
午後 5時です。

●平成 28 年階上町交通事故発生状況

3 月 31 日現在 前年同期比増減

発生件数 　　　8 件 　　＋ 4 件

死　　者 　　　0 人 　　− 1 人

傷 者 数 　　   10 人 　　＋ 5 人

死亡事故ゼロ連続日数　　　　　　429 日
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青
森
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
八
戸
実
習
場
で
は
、
職
業
訓

練
「
住
宅
建
築
施
工
科
」
の
６
月

期
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
資
格　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
人

○
訓
練
内
容　
木
造
住
宅
の
施
工

方
法
に
関
す
る
技
術
・
知
識
の

習
得
（
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
、
構
造
材

施
工
、
内
外
装
施
工
、
測
量
技

術
な
ど
）

○
訓
練
期
間

　

６
月
13
日
～
12
月
８
日

○
定
員　
15
人

○
受
講
料

　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
別
途
）

○
申
し
込
み　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

　

４
月
６
日
～
５
月
18
日

■
訓
練
見
学
説
明
会

　

訓
練
の
内
容
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
訓
練
見
学
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

○
日
時　
①
②
の
ど
ち
ら
か
選
択

　

①
４
月
12
日
10
時
～
12
時

　

②
５
月
10
日
10
時
～
12
時

○
参
加
費　
無
料

【
申
・
問
】
青
森
職
業
能
力
開
発

促
進
セ
ン
タ
ー
八
戸
実
習
場

　
　
　
　
☎
（
７
３
）
５
５
３
５

募集

公民館自主活動グループ　会員募集公民館自主活動グループ　会員募集

　町民の自主的な学習活動を支援します。技術の習得や教養を高めたいグループに、活動場所の提供と講師謝金
の補助をします。
　≪開催期間≫　4月 1日～ 29年 3月 31日
　≪活動場所≫　道仏公民館、ハートフルプラザ・はしかみ、石鉢ふれあい交流館、陶芸作業所
　≪発　起　人≫　一般町民であること。
　≪活動人数≫　8人以上（参加者の半数以上が町民または町内に勤務している者であること。）
　≪企画運営≫　自分たちで行うこと。（6回以上の学習計画）
　　○学習内容が健全であること。
　　○町民文化祭での作品展示またはステージ発表などへの協力をすること。
　支援内容
　◆支援期間は 1年間です。ただし、3年を限度に支援します。
　◆講座回数に応じて半数回分の講師謝金を補助します。（最大 4回分まで）
　◆講座に使用する施設の使用料を免除します。
　その他
　支援する活動グループを決定し、広報で参加者を募集します。
　※申請書は教育課および町ホームページに掲載しています。また、定数となり次第締め切らせていただきます。

【申・問】教育課　社会教育グループ　☎ 88-2698

公民館自主運営講座　活動グループ募集

住
宅
建
築
施
工
科
受
講
生

お
よ
び
訓
練
見
学
説
明
会

階上陶芸クラブ陶芸サークル
　楽しく交流を深めながら、自分の作陶で発想を形
にしてみませんか。
　参加は随時受け付けしています。
■講　師　切金　正治　氏
■場　所　陶芸作業所（道仏字浜久保アスナ公園隣）
■開催期間　5月～ 11月
■活動日　毎月 1日～ 12日の間　金・土曜日
　　　　　毎月第 1月曜日（講師来所）
　　　　　※詳細は別途お知らせ
■時　間　9:30 ～ 15:30
■募集人数　30人程度
■会　費　2,000 円（粘土代実費）

【申・問】陶芸サークル代表　橋本
　　　　　☎ 090-8781-3969

　創作の喜びと技術の向上を目指し、各作品展等へ
積極的に出品します。興味のある人ならどなたでも
歓迎します。参加は随時受け付けしています。
■講　師　八戸焼窯元　渡辺　真樹　氏
　　　　　（青森県伝統工芸士）
■場　所　陶芸作業所（道仏字浜久保アスナ公園隣）
■開催期間　5月～ 11月
■活動日　毎月 19日～ 30日
　　　　　火・水・金・土曜日
　　　　　※詳細は別途お知らせ
■時　間　9:30 ～ 15:30
■募集人数　30人程度
■会　費　月 3,000 円（粘土代実費）
【申・問】階上陶芸クラブ代表
　　　　　山本　☎ 88-4199

お知らせ information
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年金だより 国民年金保険料は
　　納付期限までに納めましょう！

個人番号カード交付受付時間の変更について

■２８年度の保険料は、月額1６,２６0 円です。

■保険料は、日本年金機構から送られる納付書により、金融機関・

郵便局・コンビニで納めることができます。また、クレジットカー

ドによる納付やインターネット等を利用しての納付、そして便利

でお得な口座振替もあります。

■未納のまま放置すると、納付を督促する文書（督促状）が送付

され、指定された期限までに納付がない場合は、延滞金を課す

だけでなく、※納付義務のある人の財産を差し押さえることが

ありますので、早めの納付をお願いします。

※納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者および世帯主です。

　28 年 5月から土曜日（第 3土曜日を除く）に実施している個人番号カードの交付受付時間を変更します。

なお、平日の受付時間（8:15 ～18:00）に変更はありません。

　土曜日受付時間（第 3土曜日を除く）　　≪5月から≫ 8:15 ～12:00　　≪4月まで≫ 8:15 ～16:00

　※平日にカード交付のため来庁できない人は、ぜひ土曜日の窓口をご利用ください。

　■個人番号カードコールセンター

　　　☎ 0570-783-578（通話料有料）　平日8:30 ～ 22:00、土日祝日9:30 ～17:30

　　　（個人番号カードの紛失、盗難などによる一時利用停止については、24 時間 365日受付）

　【問】町民生活課　戸籍住民グループ　☎ 88-2872

お支払等に関するご相談は

　　　　　　　　　年金事務所または役場まで

八戸年金事務所

☎ 43-7369

町民生活課

　戸籍住民グループ

☎ 88-2872

戸籍の窓　　　　　平成 28 年 3 月受付分（敬称略）

※他市町村に届け出た人で掲載を希望する場合は、町民生活課☎ 88-2872 までご連絡ください。

編集後記

人口と世帯数

　平成28年4月1日現在　

　総人口　13,993人　（-71）

　　男　　　6,981人　（-39）

　　女　　　7,012人　（-32）

　世帯数　5,878世帯　（-11）

△ 3 月 11 日に行われた 3.11 津

波防災研修会。災害発生時など

に情報収集を行う方法などが講

義され、自主防災組織などが参

加しました。情報を正しく迅速

に入手することで、緊急時の不

安は大きく減少すると思います。

今後も機会があれば多くの方に

参加していただきたい講習です。

（田村）

【お誕生おめでとう】

　　　　　　　　　　　　（父 の名 ・ 母の名）　　地　区

遠 藤 奏
そ う

梧
ご

　（敏　彦・恵利子）　野場中

北 澤 福
ふ く

授
じゅ

　（　潤　・いづみ）　石　鉢

出 貝 日
ひ　な　た

葵　（義　憲・智　子）　耳ケ吠東

松 川 美
み は る

春　（秀　吉・歩美子）　角柄折

【前途を祝福します】

　　　　　　　　　（住所又は元の本籍）

上　野　雄　紀（道　　仏）
内　山　育　子（八　戸　市）

淡　路　　　亨（八　戸　市）
阿　部　育　枝（耳ケ吠東）

小　松　裕　明（耳ケ吠西）
木　村　美佳子（石　　鉢）

【お悔やみ申し上げます】

山　下　勝　藏（82・大　蛇）

山　田　愼　雄（79・野場中）

岩　城　三　郎（88・小舟渡）

小　林　　　勝（73・耳ケ吠西）

小　松　秀　一（87・耳ケ吠西）

（希望者の分を掲載しています）

（
（
（
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日 月 火 水 木 金 土
カレンダーの内容は
町ホームページにも掲載しています。
　　（トップ＞イベント情報）

16

17 18 19 20 21 22 23
グラウンド
ゴルフ大会

燃やせる（中・西）
納税相談
行政・人権・
心配ごと相談
教育相談

缶・びん・ペット
新聞・ダンボール

燃やせる（東） 町民プール
オープン（無料開
放、13:00-21:00）

24 25 26 27 28 29　昭和の日 30
燃やせる（中・西）
納税相談
開放日

缶・びん・ペット
雑誌・チラシ・古布
乳児健診

燃やせる（東）

1 2 3　憲法記念日 4　みどりの日 5　こどもの日 6 7
燃やせない 特別収集　

燃やせる（中・西）
収集なし 翌日収集 燃やせる（東）

8 9 10 11 12 13 14
燃やせる（中・西）
納税相談
開放日

缶・びん・ペット
雑誌・チラシ・古布

燃やせる（東） 体育祭（階中）

15

■ご ごみ収集日（中・西：中央、西部地域／東：東部地域／地域名の表示がないのは全地域収集）
■相 行政・人権・心配ごと相談（第 3火曜日、ハートフルプラザ、13:00 ～ 15:00）
■相 教育相談（第 3火曜日、ハートフルプラザ、13:00 ～ 16:00）
■相 夜間納税相談（毎週火曜日、税務課、17:30 ～ 19:30）
■民 民俗資料収集館開放日（第 2・4火曜日、9:00 ～ 16:00、
　　ボランティアガイドが案内します）
■健 乳幼児健診

5月

4月

CALENDAR行事＆くらしのカレンダー 4/16（土）～5/15（日）

課名・グループ名等 直通電話番号

１
階

税 務 課 賦 課 グ ル ー プ 88-2129
収 納 グ ル ー プ 88-2114

町民生活課 戸籍住民グループ 88-2872
生活環境グループ 88-2119

保健福祉課
健康増進グループ 88-2219・2162
福 祉 グ ル ー プ 88-2641
介 護 グ ル ー プ 88-2115

出 納 室 88-2049
農 業 委 員 会 88-2946

２
階

総 務 課 庶 務 グ ル ー プ 88-2112
行政防災グループ 88-2873

総合政策課 政策推進グループ 88-2113
財 政 グ ル ー プ 88-2874

産業振興課 農林水産グループ 88-2116
商工観光グループ 88-2875

建 設 課 土木建設グループ 88-2118
下水道グループ 88-2120

教 育 課 学校教育グループ 88-2495
社会教育グループ 88-2698・2764

3階 議 会 事 務 局 88-2369

各課直通電話をご利用ください

土・日・祝日および17:00以降のご連絡は㈹88-2111へお願いします。

聞き逃し
たと思っ
たら

ごみ収集の地域区分

中央・
西部地域

石鉢、蒼前、野場中、角柄折、金山沢
田代、晴山沢、平内、鳥屋部、赤保内
耳ケ吠西

東部地域
耳ケ吠東、荒谷、大蛇、追越、榊、駅前
道仏、小舟渡

○ごみは、必ず透明な袋に入れて出してください。
〇ごみは、収

●

集
●

日
●

に、自分の住んでいる地域のごみ
　収集所へ、朝 8時までに出してください。
〇ごみの量や交通事情などにより同じ時間に収集車
　が来るとは限りません。

防災無線電話応答サービス
☎80-1220 過去6回分まで確認できます（時報含）
 放送内容は、町ホームページでも
　　 公開していますのでご覧ください

ご
相
相

相

ご
相
民

ご
相
民

ご

健

ご

ご

ご

ご

ご

ごごごご ご



運動と食と健診で健康づくりを
～はしかみ健康フォーラムを開催～

　2月 25日、はしかみ健康フォーラムがハートフルプラザ・はしかみを会場に開催され 300 人以上が参加、
運動や食生活の意識向上と実践の重要性を学びました。
　午前の部「話題提供」では、町保健福祉課保健師から健診の必要性や目指すべき塩分摂取量についての
話がありました。また、蛭子歩学校栄養職員（赤保内小学校）が給食センターで行っている「あおもり型
給食」での子どもの塩分・野菜摂取やだしの活用について話題提供。最後に上重一男野場中地区スリムク
ラブ代表が、実体験に基づいた話を発表しました。3年間継続して取り組むことで得られた効果や絆は大
切なもの、さらに運動や食事は血圧の安定に欠かせないものであるとの話は、
参加者の共感を得ていました。若木茂子老健すずかけの里看護局長からは、子
どもの健康づくりの取り組みに対する重要性について助言がありました。
　昼の部「かるしお試食会」では、健康づくり実践団体による健康体操の披露や、
食生活改善推進員とわっせ交流センターによる「はしかみ美味しい健康レシピ
（春レシピ）」の試食が行われ、適塩などについて学びました。
　午後の部「講演」では、青森県立中央病院の小野正人医師が「笑って実践！
運動・食事・禁煙」のテーマで講演を行いました。誰でもできる運動「タバタ
式トレーニング」を、笑いを交えながら実践。参加者の運動への意識を高めま
した。
　参加者は食事や運動に気を配り、来年度も笑顔で再会することを誓いました。

はしかみ美味しい健康レシピ
　だしを使って美味しく減塩し、健康な食生活を送るこ
とを目指して作成したレシピ。
　四季に応じた４つのメニューがあり、手に入れやすい
旬の食材・作りやすい調理方法にこだわったメニューで
す。ポイントは次の３つ。
①だしを使って減塩　　②野菜の摂取　　③魚の摂取

○春レシピ
　はしかみ美味しい健康レシピの一つで、春が旬の食材
を使用しているメニューです。

・ザルメの煮物
・鮭のかぶら蒸し
・ごごみの胡桃あえ
・栁ばっと
・干し柿かん
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